
る情報技術への対応を目的として、職員に対し情報

つ人材の育成が必要である。 活用研修の実施など、情報化に対応した人材の育成を図ってい

　有事の際にシステム障害が発生する可能性があり、早急な復 く。

旧が求められている。 　各システムの事業継続計画（BCP）の策定を進める。

　(マシン室に設置のシステムについてはヒアリングを行いマ

ニュアル整備済)

情報システム導入の効果として、市民サービスの向上、処理時間の短縮、コスト削減などあ

げられるが、所管課がスムーズに最適なシステムを導入し、また、経費削減につながるよう

Ｂ
管理・指導できている。また、行政事務の信頼性・継続性を維持するために、職員の情報セ

キュリティ意識をより高く保つよう、時代に則した監査・研修を実施している。

新たな情報セキュリティに対する脅威への対策が求められており、セキュリティの強化と効

率的な業務運用とのバランスを考慮する必要がある。複雑化していくネットワーク環境の管

↑ 理や最新の情報技術に関する知識を保持できるよう人材の育成・増強が必要である。

新たな情報技術を取り入れ、行政情報の安定的なサービスの提供および効率化を進めるとともに、適正な経費での運用管理を行う。

また、障害発生時の早急な復旧を行うため、各システムの事業継続計画の策定を進める。

戸田市 施策評価シート

作成日 平成30年06月06日 作成者名 大山　水帆 評価者名 山本　義幸

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

07 人が集い心ふれあうまち 総務部・情報政策統計課

04 地域の情報化

78 行政情報化の推進

　行政事務の効率化と市民サービスの向上を目指し、情報化を推進します。

T-net管理運営事業

情報セキュリティ事故の発 市民の情報資産を守るため、情報セキ
回/年 0 0 0 0 4

生回数（回数/年） ュリティ事故を防ぐことが重要なため
情報システムの停止回数（ 市民に行政サービスを提供するため、

回/年 0 0 0 0
回数/年） 情報システムの安定運用が重要なため

情報セキュリティ対策の向上を図り、個人情報・行政情報を保護し、行政情報の安定的なサービスの提供を行っ
た。

　サイバー攻撃が巧妙化している状況であることから、ネット 　情報セキュリティ対策の向上について、新たな情報技術であ

ワークを分離するなどより高い情報セキュリティの強化を図る るシステムの仮想化やクラウドコンピューティングシステム、

必要があるが、財政的な措置及び利便性とのバランスを考慮し 生体認証の導入など調査・研究を行い、状況に応じ導入してい

ながら取り組む必要がある。 く。

　年々進歩する情報技術の変化への対応や高度化する知識を持 　高度化す
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